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規 則

北海道行政組織規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年７月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道行政組織規則の一部を改正する規則
北海道行政組織規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第 条の表北海道立稚内高等技術専門学院の項を削る。

に改める。
第 条を次のように改める。
（地方機関）

第 条 高等技術専門学院の事務の一部を分掌させるため、所要の地に高等技術専門学院
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第 条の表中
「

」
を
「

」
滝川高等技術専門学院
稚内高等技術専門学院 滝川高等技術専門学院

の分校を置く。
２ 分校の名称及び位置は、次のとおりとする。

３ 分校の分掌事務は、次のとおりとする。
短期課程の普通職業訓練を行うこと。
事業主、労働者その他の関係者に対し、職業能力開発促進に関する情報及び資料の提
供、相談その他必要な援助を行うこと。

附 則

（施行期日）
１ この規則は、平成 年８月１日（以下「施行日」という。）から施行する。
（経過措置）
２ 施行日の前日において現に次の表の左欄に掲げる出先機関の内部組織の職員である者は、
別に発令をされない限り、同一の勤務条件をもって、当該右欄に掲げる出先機関の内部組
織の相当の職員となるものとする。

３ 施行日の前日において現に次の表の左欄に掲げる職にある者であって、別に発令をされ
ないものは、引き続き当該右欄の職を命ぜられるものとする。

北海道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の一部の施行期

名 称 位 置

北海道立旭川高等技術専門学院稚内分校 稚 内 市

別表第９中
「

」
を

「

」

に改める。局、局に置く
室及び課局及び課

別表第 の の表中

「

」

を

「

」

に改める。

室蘭土木現業
所の出張所の
総合治水事務
所
高等技術専門
学院の分校

室蘭土木現業
所の出張所の
総合治水事務
所

稚内高等技術専門学院 旭川高等技術専門学院稚内分校

稚内高等技術専門学院訓練課主査 旭川高等技術専門学院稚内分校主査
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日を定める規則をここに公布する。
平成 年７月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の一部の施
行期日を定める規則

北海道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（平成 年北海
道条例第 号）附則第１項ただし書に規定する改正規定の施行期日は、平成 年８月１日と
する。

告 示

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第 項の規定により、次のとおり土地改良区
の役員の就任及び退任の届出があった。
平成 年７月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
余市川土地改良区
退任年月日 理事・監事の別 氏 名 住 所
平成 ５ 理 事 奈 良 昭 俊 余市郡仁木町銀山１丁目 番地
音更町土地改良区
就退任の別 就退任年月日 理事・監事の別 氏 名 住 所
就 任 平成 理 事 山 口 武 敏 河東郡音更町新通 丁目７番地
同 同 同 白 木 勲 同 十勝川温泉南４丁目１番地
同 同 同 藤 井 勉 同 新通 丁目７番地
同 同 同 岩 城 茂 樹 同 字東和東１線 番地
同 同 同 清 都 善 章 同 字然別北５線西 番地
同 同 同 重 堂 隆 夫 同 字上然別西８線 番地
同 同 同 沓 澤 賢 也 同 字西中音更北 線８番地
同 同 同 桜 井 幹 夫 同 字東音更幹西１線 番地
同 同 同 廣 瀬 裕 之 同 字下士幌北９線東 番地
同 同 監 事 中 川 光 雄 同 字万年東１線 番地
同 同 同 河 田 照 幸 同 字東音更東５線 番地
退 任 同 理 事 山 口 武 敏 同 新通 丁目７番地
同 同 同 浪 波 弘 同 字高倉西７線 番地

同 同 同 藤 井 勉 同 新通 丁目７番地
同 同 同 鈴 木 義 彌 同 字西中音更北 線 番地
同 同 同 田 光 夫 同 大通 丁目５番地８
同 同 同 岩 城 茂 樹 同 字東和東１線 番地
同 同 同 小笠原 勝 同 字豊田東２線 番地
同 同 同 村 瀬 寿 夫 同 字下士幌北６線東 番地
同 同 同 白 木 勲 同 十勝川温泉南４丁目１番地
同 同 監 事 中 川 光 雄 同 字万年東１線 番地
同 同 同 河 田 照 幸 同 字東音更東５線 番地

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条の３第１項の規定により、道営土地改良（朝
日地区水田農業振興緊急整備（暗きょ、客土、区画整理、農地保全））事業の土地改良事業
変更計画を定めた。
その関係書類は、北海道上川支庁に備え置いて、平成 年８月１日から 日間、一般の縦

覧に供する。
なお、この変更計画については、同条第６項において準用する同法第 条第６項の規定に

基づき、縦覧期間満了の日の翌日から起算して 日以内に北海道知事に異議申立てをするこ
とができる。
また、同条第７項の規定による決定に不服がある者は、同条第 項の規定に基づき、北海

道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の取
消しの訴えを提起することができる。
平成 年７月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２の規定により、次のように保安林の指定施業
要件を変更する。
平成 年７月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 指定施業要件の変更に係る保 河西郡芽室町（次の図に示す部分に限る。）
安林の所在場所

２ 保安林として指定された目的 公衆の保健
３ 変 更 後 の 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法
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ア 主伐は、択伐による。
イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町
村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。
立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道十勝支庁産
業振興部林務課及び芽室町役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の３において準用する同法第 条の規定による保
安林の指定施業要件の変更の予定の通知に係る次の者の所在が不分明なので、同法第 条
の規定により、その通知の内容を東川町役場の掲示場に掲示した。その要旨は、平成 年北
海道告示第 号のとおりである。

平成 年７月 日
北海道知事 高 橋 はるみ

所在が不分明な者
上川郡東川町 の 、 の 、 の 、 の 、 の 、 の 所在の森林

について所有権を有する 世木澤 明
上川郡東川町 の４、 の 、 の 、 の 、 の 、 の 、 の 、
の 、 の 、 の 、 の 、 の 所在の森林について所有権を有す

る 高 畑 義 三

北海道告示第 号

昭和 年北海道告示第 号（海岸保全区域の指定）の一部を次のように改正する。
その関係図面は、北海道建設部土木局砂防災害課及び北海道留萌土木現業所並びに小平町

役場に備え置いて縦覧に供する。
平成 年７月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
５天塩沿岸海岸保全区域の表天塩沿岸の 小平海岸の小平町の項海岸保全区域の欄中２の

事項を次のように改める。
２ 字臼谷 番１北西角（ 点）から国道沿いに字小平町 番西角（ １点）まで引いた
線、 １点から次の の地点までを順次結ぶ線

２の地点 １の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
３の地点 ２の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
４の地点 ３の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点

５の地点 ４の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
６の地点 ５の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
７の地点 ６の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
８の地点 ７の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
９の地点 ８の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
の地点 ９の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
の地点 の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
の地点 の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
の地点から次の ６の地点までを順次結ぶ線
の地点 の地点から方位角５度 分 秒の方向 メートルの地点
１の地点 の地点から方位角０度 分 秒の方向 メートルの地点
２の地点 １の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
３の地点 ２の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
４の地点 ３の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
５の地点 ４の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
６の地点 ５の地点から方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点
６の地点から 番２北角（ 点）を結ぶ線、 点と 点から西に メートルの点

（ 点）を結ぶ線、 点、字小平町１番１の ３（ 、 ）か
ら方位角 度 分 秒の方向 メートルの地点（ 点）及び 点から西に メー
トルの点（ 点）を結ぶ線並びに 点と 点を結ぶ線に囲まれた区域

道 人 事 委 員 会 規 則

管理職手当に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年７月 日

北海道人事委員会委員長 中 澤 義 則
北海道人事委員会規則７

管理職手当に関する規則の一部を改正する規則
管理職手当に関する規則（北海道人事委員会規則７ ）の一部を次のように改正する。
別表第１アの表高等技術専門学院（札幌高等技術専門学院を除く。）の部中

「次長「次長」を に改める。分校長」
附 則

この規則は、平成 年８月１日から施行する。
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